
　　　


一般出願とは
　研修支援金「一般出願」とは、課外自主活動団体が、優れた活動実績をあげ、さらに高い目標を達成するための国内外における研修活動を援助するものです。
出願
１．出願資格
エントリーシートの提出を行っている団体
２．出願できる内容
（１）　指導者（講師）の招聘

（２）　国内外への研修プログラム参加

（３）　強化を目的とした遠征・合宿の開催・参加

（４）　他大学・他機関などへの調査活動、ならびに研修・交流活動
（５）　（１）～（４）に準じる、その他の研修
＊　春募集の際、申請時に実施済みで不採用だった企画は、申請できません。

３．提出書類
　　複数の研修活動を申請する場合は、一企画につき以下の（１）・（２）・（３）をそろえて提出してください。（４）・（５）は１団体につき１枚で結構です。
（１）企画書
申請する研修の企画書（Ａ４用紙・片面４枚まで）を作成し、企画書表紙（様式①）と併せて提出して下さい。
＊　企画書は、プレゼンテーション審査の際に活用します。
＊　学友会公認団体は、大学が委嘱する教職員の顧問・部長・副部長の推薦者所見を付してください。該当する教職員が思い当たらない団体は、団体の活動状況を具体的に把握している方に記入をお願いしてください。

（２）経費見積書（様式②）

　　申請した活動の経費見積もり（概算）を書式に従って記入して下さい。
（３）その他資料（様式③）

申請した活動を補足する資料等があれば、様式③を表紙にして必要事項を記入のうえ、ホチキスでとめて提出してください。添付する書類はＡ４サイズに統一してください。
（４）振込口座届（様式④）
（５）プレゼンテーション日程調整表（様式⑤）

　　　「プレゼンテーション審査」の日時は学生オフィスが指定しますが、日程調整の参考とするために、どうしても参加できない日時にのみ×印を記入してください。
　　　プレゼンテーション審査の日時は、１０月１６日（木）に予定表の連絡担当者にメールでお伝えします。
４．対象となる活動期間

　　２００８年８月１日～２００９年２月２８日までの活動
選考

１．選考方法

（１）「提出書類」と「プレゼンテーション審査」の総合評価です。
（２）「プレゼンテーション審査」は、出願団体すべてに対しておこないます。なお、「プレゼンテーション審査」の前に、ヒアリングをおこなうこともあります。
２．選考のポイント

「提出書類」・「プレゼンテーション審査」では、（１）団体の活動目標・現状など、（２）研修の目的・意義、（３）研修の実施概要、（４）研修によって想定される効果などをわかりやすく記入・発表してください。

援助金額
１．査定対象
　査定対象となる経費は、以下を基本とします。

（１）交通費

（２）宿泊費

（３）謝礼

　ただし、内容上必要とされる場合は、以下の項目も査定対象とする場合があります。

（４）運搬費

（５）会場使用料

（６）機材レンタル費

（７）大会参加費

（８）通信費（調査・アンケート）

　　＊　物品購入、食費は対象となりません。

２．査定

（１）学生部が選考を行い、採用された団体には査定項目×査定率を援助します。

（２）査定率は５／５、４／５、２／３，１／２、１／３、０とします。
＊　申請内容が一般出願で不採用となった場合でも、「チャレンジ出願」の出願資格・出願できる内容に合致しているならば、「チャレンジ出願」での振替審査をおこなうことがあります。
３．支援金の執行

　　採用された団体には２００８年１２月１０日頃に届出のあった口座に援助額を振り込みます。


【提出期間】　２００８年１０月６日（月）～１０月１０日（金）


【提出場所】　学生オフィス


【プレゼンテーション審査期間】　２００８年１０月２２日（水）～１０月３１日（金）


【採用発表】　２００８年１１月１８日（火）





＊その他、不明な点は学生オフィスまでお問い合わせ下さい。














